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はじめに 

      インターネットの爆発的な普及により、今では誰でも Web で情報の発信や検索、 
  メールでの情報のやり取りが出来るようになりました。言うまでもなく、インター 
  ネットを利用することにより、一人の人間が得ることができる情報量が数年前と較 
  べて飛躍的に増加しました。 
      一方、パソコンのＯＳといえばＭｉｃｒｏＳｏｆｔのＷｉｎｄｏｗｓが圧倒的な 
  シェアを誇っていますが、近年、注目されているのがＰＣ－ＵＮＩＸのＬｉｎｕｘ 
  です。ＬｉｎｕｘはフリーソフトのＯＳでありながら、ＵＮＩＸと同様に高度なネッ 
  トワーク機能を持っています。簡単に各種のサーバ設定ができ、運用時の安定性には 
  定評があります。 
      今回の研究ではＯＳにＬｉｎｕｘを用いて、その上にｋａｒａｃｒｉｘという計 
  測制御の機能を提供するソフトをインストールします。Ｌｉｎｕｘのネットワーク 
  機能がそのまま利用できますので、いままで前述のような使い方しかしていないブ 
  ラウザやメーラーで、インターネットあるいはイントラネットの形でサーバパソコ 
  ンに接続されている機器を制御することが可能になります。 
   事例を示しながら、インターネット時代の計測･制御はどういうものかをみなさん 
  と一緒に考察したいと思います。 
 

２．Ｌｉｎｕｘと各種サーバ設定 

     Ｌｉｎｕｘはフィンランドのヘルシンキ大学の学生だった Linus Torvalds 氏を中心 
  とするメンバーで、UNIX のソースコードを１行も使用しないでゼロから書き上げた 
  OS です。それまで高価なコンピュータでしか動かなかったＵＮＩＸが安価なパソコン 
  でも利用できるようになりました。 
   ＬｉｎｕｘはＵＮＩＸと同様にネットワーク機能がすぐれているので、コンピュータ 
  ネットワークシステムのサーバとして広く用いられています。 
   今回の研究では、Ｌｉｎｕｘマシン１台と WINDOWS マシン１台の２台で構成され 
  る小規模なネットワークで実験しました。なお、Ｌｉｎｕｘのデストリビューション 
  にはいくつかの種類がありますが、今回用いたのはＴｕｒｂｏ Ｌｉｎｕｘ４．２です。 
 
    Ａ．システム構成 
        サーバ 使用パソコン 組立てＤＯＳ／Ｖ 

        CPU     Intel Celeron700MHz 
        ビデオチップ S3 ViRGE/DX 
                ハードデスク 5.0GByte（windows98） 

                       3.0GByte（TurboLinux4.2） 
 ＊8MByte の HDD を ﾊﾟｰﾃﾝｼｮﾝｺﾏﾝﾀﾞｰで分割した。 

               ﾈｯﾄﾜｰｸｶｰﾄﾞ  Laneed LD-PCITL 
 
               ドメイン名         ｍｙ．ｃｏ．ｊｐ 
               サーバ名       ｎｓ．ｍｙ．ｃｏ．ｊｐ 
               ｗｅｂサーバ名     ｗｗｗ．ｍｙ．ｃｏ．ｊｐ* 
               メールサーバ名  ｍａｉｌ．ｍｙ．ｃｏ．ｊｐ* 
               ｆｔｐサーバ名     ｆｔｐ．ｍｙ．ｃｏ．ｊｐ* 
                                  *ns.my.co.jp と同義である。 
               TCP/IP 設定    １９２．１６８．０．１ 
        ネットマスク   ２５５．２５５．２５５．０ 
        ゲートウェイ   １９２．１６８．０．２５４ 
                DNS サーバ        １９２．１６８．０．１ 



 

 - 2 - 

        クライアント 使用パソコン SONY VAIO PCG-FX55/BP 
                                    ノートパソコン Windows me 
                      CPU     Intel Celeron ７００MHｚ 
                      モデム、ネットワークカード内臓 
 
           TCP/IP 設定  １９２．１６８．０．３ 
 
    Ｂ．各種サーバ設定 
        ア．DNS サーバ 
             今回のネットワークは小規模ですのでホスト名と IP アドレスの対応は/etc/hosts 
           ファイルで管理すれば十分ですが、勉強をかねて BIND を用いました。 
             BIND を使うには次の 3 つのファイルを設定する必要があります。 
                   ／ｅｔｃ／ｎａｍｅｄ．ｃｏｎｆ 
                   ／ｖａｒ／ｎａｍｅｄ／ｎａｍｅｄ．ｈｏｓｔ（正引きデータベース） 
                   ／ｖａｒ／ｎａｍｅｄ／ｎａｍｅｄ．ｒｅｖ  （逆引きデータベース） 
             さらに、クライアントのＷＩＮＤＯＷＳではネットワークコンピュータのプロ 
      パティでＤＮＳ設定を行わなければなりません。 
 
           ／ｅｔｃ／ｎａｍｅｄ．ｃｏｎｆの設定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
// generated by named-bootconf.pl 
 
options { 
 directory "/var/named"; 
 /* 
  * If there is a firewall between you and nameservers you want 
  * to talk to, you might need to uncomment the query-source 
  * directive below.  Previous versions of BIND always asked 
  * questions using port 53, but BIND 8.1 uses an unprivileged 
  * port by default. 
  */ 
 // query-source address * port 53; 
}; 
 
//  
// a caching only nameserver config 
//  
zone "." IN { 
 type hint; 
 file "named.ca"; 
}; 
zone "0.0.127.in-addr.arpa" IN { 
 type master; 
 file "named.local"; 
} 
zone "my.co.jp" { 
 type master; 
 file "named.host"; 
}; 
 
zone "0.168.192.in-addr.arpa" { 
 type master; 
 file "named.rev"; 
}; 
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           ／ｖａｒ／ｎａｍｅｄ／ｎａｍｅｄ．ｈｏｓｔの設定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
          ／ｖａｒ／ｎａｍｅｄ／ｎａｍｅｄ．ｒｅｖの設定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    イ．ＦＴＰサーバ 
       パソコンとサーバの間である程度大きなファイルをやり取りする場合はＦＴＰを 
      用います。アクセス制御を行わなければ、基本的にはＬｉｎｕｘをインストールし 
      た状態で使用できます。 
       ウ．ｗｅｂサーバ 
       ｗｅｂサーバを構築するには現在もっとも広く利用されている Apache を使用し 
      ます。Apache は httpd デーモンと設定ファイル httpd.conf、srm.conf、access.conf で 
      構成されます。｢ｗｅｂサーバのホスト名｣と｢ｗｅｂサーバの管理者のメールアド 
      レス｣の２点を設定し、httpd をスタートさせることにより利用できます。 
 

○一太郎でアニメーション GIF入りホームページを作成。ｉｎｄｅｘ．ｈｔｍｌと保存。 

 

;/var/named/named.host 
@ IN SOA ns.my.co.jp. root.ns.my.co.jp. ( 
 1999081501;Serial 
 3600;Refresh 
 900;Retry 
 3600000;Expire 
 3600);Minimum 
; 
 IN NS ns.my.co.jp. 
 IN MX 10 mail 
; 
ns IN A 192.168.0.1 
mail IN CNAME ns 
www IN CNAME ns 
ftp IN CNAME ns 
 

;/var/named/named.rev 
; 
@  IN SOA ns.my.co.jp. root.ns.my.co.jp. ( 
 1999081501;Serial 
 3600;Refresh 
 900;Retry 
 3600000;Expire 
 3600);Minimum 
; 
 IN NS ns.my.co.jp. 
; 
1 IN PTR ns.my.co.jp. 
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○MSDOS プロンプトより、ＦＴＰでサーバにﾃﾞﾚｸﾄﾘ public_html を作成。そこに index.html と GIF ファイルを転

送する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    ○ブラウザのアドレスに注目（http://www.my.co.jp/~umemura/） 

 
 
 
        エ．メールサーバ 
             電子メールの配送プログラム（ＭＴＡ）として sendmail を使いました。 
       windows マシンとメールのやり取りをするには、さらにｐｏｐサーバも構築しな 
      ければなりません。残念ながら TurboLinux4.2では、インストール時にｐｏｐサー 
      バを構築する imap パッケージが入りません。TurboLinux Japan のサイトから imap 
      -4.6-3.i386.rpm をダウンロードし、ｒｐｍコマンドでインストールする必要があり 
      ます。 
              その後、／ｅｔｃ／ｉｎｅｔｄ．ｃｏｎｆファイルのｐｏｐ－３に関するコメ 
      ントを外してｉｎｅｔｄを起動します。 
              ｗｉｎｄｏｗｓマシンではメーラーｏｕｔｌｏｏｋにサーバ名とログイン名と 
            パスワードを設定する必要があります。 
 
 
 
 
 

C:¥WINDOWS>ftp ftp.my.co.jp 
Connected to ns.my.co.jp. 
220 sima.sis. FTP server (Version wu-2.4.2-VR16(1) Tue Aug 24 01:16: 9) ready. 
User (ns.my.co.jp:(none)): umemura 
331 Password required for umemura. 
Password: 
230 User umemura logged in. 
ftp> cd public_html 
250 CWD command successful. 
ftp> pwd 
257 "/home/umemura/public_html" is current directory. 
ftp> put 
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          ○umemura@my.co.jp の自分自身のアドレスにメールを出す。 

 

 
        オ．ファイルサーバ 
              Samba を使用することにより，windows マシンからファイルサーバとして利用 
      できます。windows マシンと Linuxマシンのワークグループ名を一致させ、/etc 
      /smb.conf の暗号パスワードを有効にします。Samba 用のパスワードを設定して 
      smb サービスを起動することによりファイルサーバとして働きます。 
 
  ○ネットワークコンピュータｎｓ（Linuxマシン）にホームﾃﾞﾚｸﾄﾘ umemura と各ユーザ共有の public が 
            表示される。 
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        カ．データベースサーバ 
             Linuxd ではデータベースとして PostgreSQL が利用できます。Linuxのインスト 
     ール時には入っていませんので、後からインストールする必要があります。 
 

 
 
        キ．ＩＰマスカレード 
              ＩＰマスカレードはグローバルアドレスとプライベートアドレスの変換を行い 
      ます。ＩＰアドレスの有効利用に役立つほか、ローカルネットワークのファイヤ･ 
      ウォールとしても機能します。ipchains をインストールしてネットワークインター 
      フェイスやルーティンググの設定を行います。 
 
      ○サーバを含む 3 台のパソコンで 28.8kbps のモデム 1 台を使って、プロバイダに接続し、3 つの異なるホーム 
         ページを見ることができる。 
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３．ｋａｒａｃｒｉｘについて 

      ｋａｒａｃｒｉｘ（エスアイ創房製）はＬｉｎｕｘ上で動作する計測制御を目的とした 
  ソフトウェアです。これまでのようにパソコン単体でも計測制御ができますが、Ｌｉｎｕｘ 
  の提供するネットワーク機能を使って、他のパソコンから遠隔操作で計測制御が可能になり 
  ます。 
 

 

 
     次のような機能を持っています。 
 
    ア．監視パネル 
       センサ，アクチュエータなどのオブジェクトをグラフィカルユーザインターフェ 
      イス（ＧＵＩ）からリモートで監視、操作することができます。 
      イ．監視パネルＣＡＤ 
       監視パネルをユーザが自分で作成･編集することができます。 
    ウ．短期トレンドグラフ 
       オブジェクトのデータを計測しながら同時にグラフ表示できます。データのサン 
      プリング周期は１~3600 秒で自由に設定できます。 
    エ．制御プログラム 
       各種計測制御アプリケーションをユーザレベルで作成するための開発環境が標準 
      で搭載されています。プログラムからコントロールできるものは，センサ、アクチュ 
      エータ及び計測制御プログラム自身もコントロールできます。プログラムはＣ言語 
      で作りますが、ユーザアプリケーションインターフェイスとして、各種センサやア 
      クチュエータをオブジェクトとして扱う制御ライブラリーが用意されています。 
    オ．スケジュール機能 
       各種機器のスケジュール運転を用途に応じて設定することができます。 
    カ．画像記録 
       ビデオキャプチャカード経由でカメラから画像を取り込めます。ＪＰＥＧ圧縮し 
      て保存、蓄積することができます。画像データのサンプリング周期は 1~3600 秒の 
      間で自由に設定できます。エンドレス画像記録とワンウェイ画像記録が選択できま 
      す。 
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    キ．ｗｅｂ監視制御 
       Ｗｅｂブラウザからアクセスすることによりセンサ、アクチュエータ、カメラ画 
      像や、トレンドグラフの状態を取得できます。また、各種機器のＯＮ，ＯＦＦやパ 
      ラメータの設定をブラウザから行うことができます。 
    ク．Ｅメール監視制御 
              Ｅメールに取得したいオブジェクトの情報を記述して送信することによりセンサ、 
      アクチュエータの状態を返信メールとして取得できます。監視パネル画像やトレン 
      ドグラフは添付ファイルとして取得できます。また、操作したいオブジェクトを指 
      定したメールを送信することで、各種機器をＥメールで遠隔操作できます。 
 
    Ａ．インストールについて 
        インストールはそれほど難しくありませんが、Ｌｉｎｕｘの操作にある程度慣れている 
   必要があります。画像を扱う場合は、Ｂｔ８４８系のチップを使ったビデオキャプチャボ 
   ードが必要です。今回使用したビデオキャプチャボードはＩ･ＯデータのＧＶ－ＶＣＰ／ 
   ＰＣＩです。さらに TurboLinux４．２ではシステム内にデバイスファイルがありません 
   ので、これをエスアイ創房からいただき、設定する必要があります。（当方でも提供可能） 
 
    Ｂ．オブジェクトについて 
        ｋａｒａｃｒｉｘでは監視、計測制御の対象を総称してオブジェクトと呼んでいます。 
   実際に監視、計測制御の対象になるものには、様々なセンサやアクチュエータが接続さ 
   れることになります。 
        このオブジェクトには次のような種類があります。 
      
     ア．ＢＩ，ＢＯオブジェクト 
        ＢＩとは（Binary Input）の略で２値入力という意味です。BI オブジェクトは 
       2 つの状態を持つセンサなどに使用するオブジェクトです。 
        同様に BO は(Binary Output）の略で 2 値出力という意味です。ＢＯオブジェ 
       クトはリレーなどのＯＮ/ＯＦＦに使用します。 
         
     イ．ＡＩ．ｉ、ＡＩ．ｆオブジェクト 
        ＡＩとは(Analog Input）の略で各種アナログセンサのＡ／Ｄ変換した値を 
       入力するときに使用します。AI.i（整数値）と AI.f（実数値）の 2 タイプを使 
       用できます。 
     ウ．IMG オブジェクト 
        IMG オブジェクトとは動画イメージを扱うオブジェクトです。CCD カメラ 
       などからのビデオ信号をキャプチャボードで取り込み、デジタルデータ化した 
       ものを対象とします 
     エ．擬似オブジェクト 
        通常オブジェクトにはセンサやアクチュエータなどの具体的な機器が関連づけ 
       られていますが、擬似オブジェクトはそれがありません。プログラムで処理され 
       た結果などを使いたい時に結果をオブジェクトとして使用可能です。 
     オ．プログラムオブジェクト 
                ｋａｒａｃｒｉｘでは、制御プログラムのような実行可能なプログラムもオブ 
       ジェクトとして扱えるように拡張されています。オブジェクトとして制御の対象 
              になりますが、直接外部機器と対応づけられていません。 
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オブジェクトの概念 

 
    Ｃ．アナログデジタルＩＯボードについて 
        ｋａｒａｃｒｉｘをインストールしたサーバとＲＳ２３２Ｃを通してセンサのデータを 
      送ったり、アクチュエータに信号を出力するインターフェイスボードとして、アナログデ 
   ジタルＩ/ＯボードＫＣＸＨ－ＩＯＢ１０Ａ（エスアイ創房製）を使います。このボードに 
   は温度センサ（LM35DZ）、湿度センサ、光りセンサ（Cds）が載っていてすぐに使えます。 
    このボードの入出力は次のようになっています。 
 
     ア．接点入力６ビット 
          イ．フォトＭＯＳ出力３ビット 
          ウ．アナログ入力 ４ｃｈ。  8ｃｈまで使用可。 
                            12 ビットＡ/Ｄコンバータで入力レンジは０~4095ｍＶ 
                            1 ビットの分解能が１ｍＶ 
        出力が 3 ビットと少ないのが残念です。もっと多くの出力が必要な時はＫＣＸＨ－Ｉ 
   ＯＢ２０Ａを購入するか、自作するしかありません。 
         このボードにはＰＩＣが使われていて、ＲＳ２３２Ｃを通してサーバと間で各オブ 
    ジェクトと対応しているセンサなどのデータのやり取りをしています。実際に制御を行 
    う場合にはサーバ側で標準で登録されている｢ＫＣＸＨ－ＩＯＢ１０Ａ｣の計測制御用通 
    信プログラムを起動します。 
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４．ｋａｒａｃｒｉｘによるオートメーションサーバの構築事例 

      オートメーションサーバの事例として制御対象物をパンの生地に直接交流１００Ｖをかけ 
  て焼くパン焼き器としました。 
      この題材はよく理科関係の本（物理がおもしろい ガリレオ工房著など）で見うけられ、 
    すでに 7 年ほど前に、当時福岡工業高校に勤務していた桑畑義行先生（現釜石工業高校）に 
  よりポケコンで制御されています。 
   Ｉ／Ｏボードの少ない出力ビットで制御ができて、電流センサ、温度センサなどを用いれ 
  ば、その出力変化をグラフ化でき、カメラで監視した場合、パンの生地に短時間で変化が表 
  れるといったｋａｒａｃｒｉｘの多くの機能を使って大変興味のある題材だと思いました。 
 

 
 

 
 

 

システム全体の様子 

パン焼き器とその制御回路
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    Ａ．ハードウェア 
        電流センサによりパンの生地を流れる交流電流を、白金測温抵抗体でパン内部の温度を 
   測定するものとします。また、サーバからの指令により電源がリレーでＯＮ／ＯＦＦする 
   ものとします。 
    したがって、電流センサ回路、白金測温抵抗体回路、リレー回路の 3 つの回路を自作す 
   ることとしました。 
    ア．電流センサ回路 
       オペアンプを使った絶対値回路で電流センサからの出力を全波整流した後に、増 
      幅してコンデンサで平滑しています。 
 
 

    
                              電流センサ CTL-6-S32-8F-CL 
                               (ユー・アール・ディー製) 
 
        イ．白金測温抵抗体回路 
       1 段目のオペアンプで白金測温抵抗体の温度による抵抗変化を電圧に変換した後で 
      １０ｍV/℃になるように 2 段目で増幅度を調整します。 
 

   
                                 白金測温抵抗体 
                                E-52-P6F(オムロン製) 
 
    ウ．リレー回路 
 

      
 



 

 - 12 - 

   Ｂ．ソフトウェア 
       ｗｅｂブラウザや電子メールで制御して、各センサからの出力を観測できますが、専用 
  の制御プログラムを作り、できるだけ自動的に動くようにしました。 
   ｋａｒａｃｒｉｘにはｋｃｘライブラリといってＣ言語から外部装置と各種データの入出 
  力を行うための関数が用意されていますので、これを利用しました。 
   このパン焼き制御プログラム（オブジェクト名ｃｔｌ０２）は電子メールにより起動される 
  と、まずアナログデジタルＩ/ＯボードＫＣＸＨ－ＩＯＢ１０Ａの制御通信プログラム（ｃｔ 
  ｌ１０）を起動させます。そして、パン焼き器の電源（Bo01)を ON にします。電流センサの 
  電流値（aif02）が０．１[A]より下がった時、あるいは電源 ON から１５分が経過したときに 
  自動的に電源を OFF にします。それから、パンが焼きあがったことを電子メールで送信します。 
    メールには焼き始め時刻と焼きあがり時刻と所要時間が書かれています。また、このメールに 
  は焼き上がりまでのパン内部の温度と流れた電流がトレンドグラフで添付されます。 
 
  ○焼きあがりを知らせ、トレンドグラフを添付するメールはｋｃｘライブラリの kcxsnd_email_texts_append()関数を使います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

0001: /******************************************/ 
0002: /* 千厩東のパン屋さん制御プログラム */ 
0003: /*               2001.11.7   */ 
0004: /*                       by umemura */ 
0005: /******************************************/ 
0006:  
0007: #include <karacrix.h> 
0008:  
0009: main( argc, argv ) 
0010: int     argc; 
0011: char   *argv[]; 
0012: { 
0013:    struct tm start_time,end_time; 
0014:    int obj_bo01,obj_aif02,obj_ctl10,i,minutes,seconds; 
0015:    float  fdata; 
0016: 
0017:    /* KRACRIXライブラリの初期化(先頭に必須) */ 
0018:    kcxinit( argc, argv ); 
0019:    obj_bo01  = kcxobj_open("bo01"); 
0020:    obj_aif02 = kcxobj_open("aif02"); 
0021:    obj_ctl10 = kcxobj_open("ctl10"); 
0022: 
0023:    kcxobj_stat_iwt(obj_ctl10,1);   /* 通信制御プログラム起動 */ 
0024:     sleep(1);    /* 時間稼ぎ */ 
0025:    kcxobj_sndistat_tokcx(obj_bo01,1); /* 電源スイッチｏｎ */ 
0026:    kcxtim_whattime(&start_time);      /* 開始時刻の取得 */ 
0027: 
0028:    for(i=0 ; i < 90 ; i++){ 
0029:            kcxobj_stat_frd(obj_aif02, &fdata); /* 電流値取得 */ 
0030:            if( i > 5 && fdata < 0.1 ) break; 
0031:            sleep(10); 
0032:    } 
0033: 
0034:    kcxtim_whattime(&end_time);   /* 終了時刻の取得 */ 
0035:    kcxobj_sndistat_tokcx(obj_bo01,0); /* 電源スイッチｏｆｆ */ 
0036:    sleep(1);    /* 時間稼ぎ */ 
0037:    kcxobj_stat_iwt(obj_ctl10,0);   /* 通信制御プログラム停止 */ 
0038: 
0039:    jikan(start_time, end_time, &minutes, &seconds); /* 焼き上がり所要時間の計算 */ 
0040:    report_mail(start_time, end_time, minutes, seconds); 
0041: 
0042: } 
0043: /************************************************/ 
0044: /*   焼き上がりを所要時間を計算する関数         */ 
0045: /************************************************/ 
0046: jikan(stime,e_time,min,sec) 
0047: struct tm s_time,e_time; 
0048: int   *min,*sec; 
0049: { 
0050:     if (e_time.tm_min < s_time.tm_min ) *min = 60 - s_time.tm_min + e_time.tm_min; 
0051:       else *min = e_time.tm_min - s_time.tm_min; 
0052:     if (e_time.tm_sec < s_time.tm_sec ) { *sec = 60 - s_time.tm_sec + e_time.tm_sec; 
0053:                                    *min = *min - 1; } 
0054:       else *min = e_time.tm_sec - s_time.tm_sec; 
0055: } 
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   Ｃ．運 用 
       ア．ＰＰＰサーバの構築（Ｌｉｎｕｘ側の設定） 
           ここでは、できるだけ遠隔操作の雰囲気をだすためＬｉｎｕｘマシンにＰＰＰサーバ 
    を構築してモデムを使い、ｗｉｎｄｏｗｓマシンからダイヤルアップでサーバと交信でき 
    るようにします。 
 

 
 
 よく本に書かれているＬｉｎｕｘでのＰＰＰ設定はＬｉｎｕｘマシンからのダイヤルアッ    
プでプロバイダに接続してホームページを見るというクライアントの設定です。（ほとんどの解説書
がそうである。） 
 しかし、次のように設定するとＬｉｎｕｘではモデムをとおしてクライアントに対して各種サーバ
の機能を提供できます。 

そのためには、Ｌｉｎｕｘマシンでｍｇｅｔｔｙというソフトを使います。モデム自身着信機能を
持っていますが、この場合ｍｇｅｔｔｙの判断で着信させるため、モデム自身が自動着信しないよう
にＡＴコマンドで設定します。 

0056: /****************************************************/ 
0057: /* 焼き上がったことを知らせるメールを送信する関数 */ 
0058: /****************************************************/ 
0059: report_mail(s_time, e_time, min, sec) 
0060: struct tm s_time, e_time; 
0061: int min,sec; 
0062: { 
0063:     char toaddr[64]; 
0064:     char ccaddr[64]; 
0065:     char bccaddr[64]; 
0066:     char subject[64]; 
0067:     char *mtext[10]; 
0068:     int  i,mtexts; 
0069:     char appendtext[64]; 
0070: 
0071:     strcpy(toaddr, "umemura@my.co.jp"); 
0072:     strcpy(ccaddr, ""); 
0073:     strcpy(bccaddr, ""); 
0074:     strcpy(subject, "パンが焼き上がりました。"); 
0075:  
0076:     mtexts=6; 
0077:     for(i=0 ; i < mtexts ; i++){ 
0078:       mtext[i] = (char *)malloc(64+1); 
0079:     } 
0080:     strcpy(mtext[0], "＊＊＊ パンが焼き上がったことを報告します。"); 
0081:     sprintf(mtext[1], "開始時間 %d 時 %d 分 %d 秒",s_time.tm_hour, s_time.tm_min, s_time.tm_sec); 
0082:     sprintf(mtext[2], "終了時間 %d 時 %d 分 %d 秒",e_time.tm_hour, e_time.tm_min, e_time.tm_sec); 
0083:     sprintf(mtext[3], "所要時間 %d 分 %d 秒",min,sec); 
0084:     strcpy(mtext[4], "このメールには温度、電流のグラフが添付されています。"); 
0085:     strcpy(mtext[5], "そちらもご覧ください。"); 
0086: 
0087:     strcpy(appendtext,"tre 1"); 
0088:     kcxsnd_email_texts_append(toaddr,ccaddr,bccaddr,subject,mtext,mtexts,appendtext); 
0089: } 
0090:  
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      ＡＴＳ０＝０ 
     ただし、通常は購入時には自動着信しない設定になっています。 
     ○ｍｇｅｔｔｙの設定 
        /etc/mgetty+sendfax/mgetty.config のファイルに次の 3 行を追加します。 
          ｄａｔａ－ｏｎｌｙ ｙ 
          ｐｏｒｔ ｔｔｙＳ１ 
          ｉｎｉｔ－ｃｈａｔ ”” ＡＴＳ０＝０Ｑ０Ｅ１Ｌ０Ｍ０ ＯＫ 
     ○ｍｇｅｔｔｙがブート時に起動し、ｍｇｅｔｔｙがプログラム動作を終了したら、 
      再起動するように設定。 
       /etc/inittab ファイルに 
          mg:2345:respawn:/sbin/mgetty ttyS1 
       を追加。ttyS1 はシリアルポート２を表します。（シリアルポート１は karacrix の 
       I/O ボードが使用しているので、シリアルポート 2 にモデムを接続した。） 
          ○ログイン時の認証に PAP 認証を設定。 
       /etc/mgetty+sendfax/login.config ファイルで 
        /AutoPPP/ - a_ppp /usr/sbin/pppd auth login -chap +pap kdebug7 debug 
       と設定。 
       /etc/ppp/pap-secrets ファイルに接続されるユーザ名、パスワード、接続許可する 
       IP アドレスを記述。特に指定しない時は次のように記述する。 
         ＊ ＊ ”” ＊ 
    ○/etc/ppp/options ファイルに次の７行を記述。192.168.0.1:192.168.0.3はローカルＩＰア 
      ドレス（サーバのＩＰアドレス）とリモートＩＰアドレス（接続してきたクライアン 
      トに割り当てられる）です。 
          ｌｏｃｋ 
          －ｄｅｔａｃｈ 
          ａｓｙｎｃｍａｐ ０ 
          ｍｏｄｅｍ 
          ｃｒｔｓｃｔｓ 
          １９２．１６８．０．１：１９２．１６８．０．３ 
          ｐｒｏｘｙａｒｐ 
    
       イ．オブジェクトの登録（ｋａｒａｃｒｉｘ側の設定） 
           今回使用するオブジェクトを登録します。 
                               オブジェクト名     
       電源スイッチ      ｂｏ０１ 
              温度センサ          ａｉｆ０１  下限値０℃  上限値１５０℃ 
              電流センサ          ａｉｆ０２  下限値０[Ａ]  上限値 ６[Ａ]  
   ウ．監視パネルＣＡＤによる監視パネルの作成（ｋａｒａｃｒｉｘ側の設定） 
           ユーザが画面を見ながら制御が容易に行えるように監視パネルを専用のＣＡＤで作成 
    します。電源スイッチ、温度値、電流値、カメラ画像は対応するオブジェクトを貼り付け 
    ます。 
         ○監視パネル CAD でパン焼き器の GUI を作成します。   ○監視パネルで見ると、CAD で貼り付けられたオブジェ 

                                  クトには画像や数値が表示されます。 
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      エ．パン焼き制御プログラムの起動（ｗｉｎｄｏｗｓマシンの動作） 
           ｋａｒａｃｒｉｘのメールコマンドにより、パン焼き制御プログラムを起動するメー 
     ルを作成しサーバに送信します。メールの内容はわずか 2 行からなります。 
     @kcxusr umemura rupin3 はｋａｒａｃｒｉｘのユーザ認証で、あらかじめ登録して 
     あるユーザ名とパスワードを書きます。 
          ＠kcxset obj ctl02 on はパン焼き制御プログラム（ctl02）を起動するためのものです。 
 

 
 
      オ．ｗｅｂブラウザで監視（ｗｉｎｄｏｗｓマシンの動作） 
           ブラウザで監視パネルやトレンドグラフをサーバから取得して、パン焼き器のカメラ 
     画像や電流、温度の変化などを見ることができます。 
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   カ．焼きあがり通知メールの受信（ｗｉｎｄｏｗｓマシンの動作） 
           パンが焼きあがると制御プログラムからトレンドグラフが添付されたメールが届きま 
    す。 
         ○焼きあがりを知らせるメールを受信。 

 
 
   ○メールに添付されてきたトレンドグラフを開く。 

 

５．おわりに 

      Ｌｉｎｕｘ上にｋａｒａｃｒｉｘでオートメーションサーバを構築することにより、ネット 
  ワーク機能を利用した、まさにインターネット時代にふさわしい制御を生徒に体験させること 
  ができます。そして、今後はこのような形態の制御技術が重要視されて行くと思われます。 
      また、県内の学校においても教育情報ネットワークが整備されるなどネットワーク機能が身 
  近で利用できる状況となってきました。単に情報のやり取りだけに使用するのではなく工業高 
  校（学科）的視点から学校内･学校間の利用方法を考えてみたいと思います。 
 
 
  （参考文献） 
        １．TurboLinuxでつくるインターネットサーバ       工学社 
        ２．TurboLinuxでインターネットサーバを作る本      日刊工業新聞社 
                ３．センサ応用回路の設計･製作             CQ 出版 
        ４．ｋａｒａｃｒｉｘユーザーズマニュアル        エスアイ創房 
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   ＊ この資料にはｋａｒａｃｒｉｘのマニュアル等から一部、引用、転載されています。 
   快く御許可下さいました、株式会社エスアイ創房様に感謝いたします。 
     なお、株式会社エスアイ創房のホームページアドレスは下記のとおりです。 
 
     ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｋａｒａｃｒｉｘ．ｊｐ 
 

 
 

 


